
 

医学系専攻博士課程の 3つのポリシー 

 

 

卒業認定・学位授与に関する方針（ディプロマシーポリシー） 

医学系専攻博士課程では、課程に 3 年以上（標準 4 年間）在学して所定の単位を取得し、以下の

全てを修得していることを修了の条件とします。 

 

1．自立して研究活動を行い、論文を作成して発表する医学的力量 

2．医学研究者として必要な人間的力量 

3．医学の研究・教育・社会貢献に求められる多様な指導力、およびその基礎となる豊かな学識 

 

医学系専攻博士課程では、大学院を修了し、学位論文の審査および最終試験に合格した者に博士

（医学）の学位を授与します。 学位論文は、研究指導を受けて行った独創的研究に基づき、査読

のある学術誌に筆頭著者として公表した論文とします。学位論文の審査は、学位論文および審査

用論文をもとに学位論文審査委員会が行います。学位論文審査委員長が審査結果を研究科委員会

に報告し、研究科委員会はその報告に基づき合否を決定し、合格者には学位が授与されます。 

 

教育課程の編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

医学系専攻博士課程では、ディプロマポリシーを達成するために共通カリキュラムと選択カリキ

ュラムを実施します。両者を合わせて合計 30 単位以上を履修することが修了要件となります。 

 

1. 共通カリキュラムは、必修科目と選択科目から編成されています。必修科目は全員が履修する必

要があり、自立した研究活動と論文作成の基本的能力、医学研究者として必要な倫理、医学教育

に求められる指導力、およびその基礎となる豊かな学識を養います。選択科目では、各大学院生

の研究テーマに応じて必要な研究方法を学びます。共通カリキュラムでは必修科目 4 単位以上を

含む 8 単位以上の取得が必要となります。 

2. 選択カリキュラムは、各大学院生の専門的分野の講義・実習および、研究テーマに応じた個別の

指導が行われます。研究テーマにふさわしい研究指導者の下に配属され、専門領域の研究に関す

る知識と技術を修得するとともに、指導を受けながら研究に従事し学位論文を作成します。大学



院生は、研究指導者が担当する各授業細目に派遣されます。研究課題によっては、別の授業細

目、総合医科学研究センターまたは国内外の学外研究施設に再派遣されることもできます。選択

カリキュラムの履修状況は年度毎に提出する研究報告書によって、大学院委員会（医学系専攻）

が確認します。 

3. カリキュラムは大学院生による授業評価および教職員の意見をもとに、継続的に大学院委員会

（医学系専攻）で検討し、改善を図ります。 

 

≪医学系専攻博士課程教育の特徴≫ 

1. 標準修業年限の短縮 

3 年以内に修了の要件を満たした場合については、申請に基づいて大学院委員会（医学系専攻）

が審議し、修業年限を 3 年間にすることがあります。 

2. 社会人大学院生への対応 

共通カリキュラムは社会人大学院生が履修できるよう、必修科目は平日 18 時から開講、選択科

目は 1 科目 3 ～ 4 日間程度で単位取得できる等の便宜を図っています。 

3. 国立がん研究センターとの連携大学院 

国立がん研究センターの職員が連携大学院教授となり授業細目を担当します。社会人大学院生と

して入学すると就業しながら履修することができます。なお、学位論文の審査は東京慈恵会医科

大学で行います。 

4. MD-PhDコース 

MD-PhD コースは卒前教育と大学院教育の連携による研究者育成プログラムです。東京慈恵会医

科大学医学部医学科におけるユニット「医学研究」で所定の単位を取得し、大学院医学研究科医

学系専攻に進学した者は標準修業年限が 3 年間に短縮されます。また、卒前に大学院医学研究科

医学系専攻共通カリキュラムの一部を受講することができ、進学後にはこれを単位として認定し

ます。さらに、基礎医学または社会医学の授業細目に進学した者は学費の免除、奨学金の交付、

研究費の優先交付等の優遇措置もあります。 

 

入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） 

医学系専攻博士課程では、情熱を持って学び、研究を通じて社会に貢献する意欲のある大学院生

を求めています。 

 



【全ての入学者について】 

1．研究を通じて、人類の健康と福祉に貢献する意欲のある者 

2．医学研究の社会的役割と責任を理解できる者 

3．国際的な視野で研究を推進できる者 

4．知的好奇心に富み、研究者として必要な論理性、独創性、先見性および協調性をもつ者 

 

【社会人大学院の入学者について】 

医療・教育・研究機関・企業等に勤務し、現場で遭遇した医学的問題を自ら解決する意欲のある

者 

 

【国立がん研究センターとの連携大学院の入学者について】 

全ての国民に最適な医療を提供するための研究者を目指す者 

 

【MD－PhDコースの入学者について】 

医学研究者・研究指導者を目指す者 

 

≪入学試験での評価≫ 

学力試験（英語・小論文）、面接試験により選考します。 英語の試験では、国際的視野で研究

を進めていくために必要な英語力を評価します。 小論文・面接試験では、研究意欲、医学研究

の社会的理解、論理性、独創性、先見性、協調性および将来の展望等を評価します。 

 

≪入学時までに身に付けておくべきこと≫ 

・医学全般と志望する専門分野における基礎知識 

・医学研究の社会的役割と責任についての理解 

・大学院で取り組みたい研究の展望 


